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超高速インターネット衛星「きずな」（WINDS）の概要

○アジア・太平洋地域のデジタル・ディバイド解消、衛星利用の高度化等に必要なギガビット級のインターネット
通信を可能とする技術の確立を目的に、情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）と宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）が開発
した研究開発衛星。

○衛星搭載交換機による方式で上り・下り最大１５５Ｍｂｐｓ、ベントパイプ（直接中継する方式）で最大１．２Ｇｂｐｓ
までの通信が可能。

○高利得のMBA（マルチビームアンテナ）で日本国内及びアジア主要都市をカバーし、ビーム方向を高速に走査
できるAPAA（アクティブフェーズドアレーアンテナ）でアジア太平洋地域を広くカバーする。

○平成２０年２月打上げ。初期機能確認を経て同年６月から定常運用。衛星開発機関による基本実験の他、公
募による利用実験を順次実施中。

45cm地球局

1.2m地球局

2.4m地球局

(※2)
高速可動ビーム（ＡＰＡＡ）地域では、
155Mbpsの送受信に2.4mのアンテナが必要

搭載
交換機

ＷＩＮＤＳ送信局 受信局

（※１）
5m級アンテナを使用すれば
1.2Gpbsの超高速通信が可能

ベントパイプ
（直接中継方式）
~622Mbps（※１）

45cm地球局

1.2m地球局

2.4m地球局

国内及び近隣国向け
固定アンテナ（MBA） 東南アジア向け固定アンテナ（MBA）

アジア・太平洋向け
可変アンテナ（APAA）

超高速インターネット衛星「きずな」（ＷＩＮＤＳ）

アジア太平洋地域を広くカバー 小さなアンテナで高速伝送
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超小型地球局での155MbpsのIP通信に成功

○平成20年4月、 「きずな」のマルチビームアンテナ
を使用し、超小型地球局（アンテナ直径45cm）と高
速小型地球局（アンテナ直径1.2m）との間の再生
交換中継特性確認を実施し、155Mbpsの伝送速度
でのIP通信に成功。

○45cm直径アンテナの地球局に対する155Mbpsとい
う伝送速度は世界最高速。

世界最高速1.2Gbpsの衛星データ通信に成功

○平成20年5月、「きずな」のマルチビームアンテ
ナを使用し、NICT鹿島宇宙技術センターに設置
した超高速小型地球局（車載型：アンテナ径
2.4m相当）との世界最高速度となる1.2Gbps
（622Mbps×2波）での超高速データ通信に成功。

「きずな」の実験成果（１）

（45㎝φ） （1.2mφ）



「きずな」の実験成果（２）

○NICTとNHK放送技術研究所は共同で、
平成２１年５月１３日～１５日に、ハイ
ビジョンの16倍の画素数を持つスー
パーハイビジョン記録画像のKa帯衛
星伝送実験に成功。

○５月２１日～２４日のNHK技術研究所
公開においては、スーパーハイビジョ
ンカメラ映像及び22.2ch音響のリアル
タイム中継及び多チャンネル伝送（３
チャンネル）に世界で初めて成功。
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スーパーハイビジョン伝送

NICT鹿島宇宙

技術センター
NHK放送

技術研究所

「きずな」

被災地画像等伝送

○JAXAと国土地理院は共同で、大規模
災害発災時を想定し、 「きずな」を利
用して、緊急撮影した空中写真を伝送
する実証実験を実施。

○本実証実験により、画像入手までの時
間を短縮でき、被災状況の把握の迅
速化が図られることを実証。

緊急撮影

大規模

災害被災地

従来：半日程度

国土地理院飛行場
陸送

「きずな」

フル解像度

空中写真

（1枚250MB）を

順次伝送

遠隔教育実証

○東京工業大学は、北海道大学と協力
し、タイ、フィリピンの大学等と
国際共同実験を実施。

○「きずな」と地上ネットワークを融合し
た双方向高精細映像伝送、マルチ
キャスト伝送等の技術を遠隔教育ア
プリケーションを通じて実証。

大容量教育
コンテンツに
よる遠隔教育

東京工業大学

フィリピン大学

チュラロンコン大学、
NTC（タイ）

北海道
大学

「きずな」
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「きずな」

○センチネルアジアは、アジア太平洋地域宇宙機関会議
（APRSAF）が先導するアジア太平洋地域の災害管理に資
する国際協力プロジェクト。平成18年に発足し、現在、２０
か国、５２機関、8国際機関が参加し、衛星画像を中心とし
た災害関連情報を共有する活動、ユーザー機関に対する
画像処理等の人材育成を実施。

○5月22-23日に開催された第5回日本・太平洋諸島フォーラ

ム首脳会議（太平洋・島サミット）において、衛星を利用し
た災害対策として、「きずな」と「だいち」を利用した災害対
策支援を盛込み。

○７月15-17日のセンチネルアジア会合で参加国を公募し、
平成22年度に、10か国程度と実験を予定。

「きずな」の実験計画

センチネルアジア（Sentinel Asia） 日食の映像伝送

NICT

NICT鹿島
宇宙技術センター
（バックアップ）

硫黄島2.4ｍ
車載型地球局
NICT

NICT小金井
JAXA地球局

父島地球局
JAXA

国立天文台・映像配信

小笠原諸島

日食・地上観測
ハイビジョンカメラ群
国立天文台

アジア太平洋地域用
アクティブフェーズドアレー
アンテナ（APAA）

超高速インターネット衛星
「きずな」による多地点
メッシュ接続中継

○NICT、JAXA、国立天文台は共同で、硫黄島から「きずな」を用
いて、 7月22日の今世紀最大となる皆既日食の映像伝送実
験を予定。

○硫黄島に地球局を設置して、「きずな」による155Mbpsの回線
で複数のハイビジョン映像を伝送し、APAA（アクティブフェーズ
ドアレーアンテナ）を使用した高速データ伝送能力を実証。

○実験映像は国立科学博物館をはじめ、各地の科学館、放送
局等へ配信し広く公開。



技術試験衛星Ⅷ型「きく８号」（ETS-Ⅷ）の概要

○小型衛星端末を利用した移動体衛星通信技術及び高精度時刻比較等測位システムの
基盤技術の確立等を目的に、ＮＩＣＴ、ＪＡＸＡ及びＮＴＴが共同で開発した研究開発衛星。

○音声(5.6Kbps)で720チャンネル、データで最大1.5Mbpsの通信を提供。
○平成１８年１２月打上げ。初期機能確認を経て平成１９年４月から定常運用。衛星開発

機関による基本実験の他、公募による利用実験を順次実施中。

超小型
携帯通信端末

ポータブル端末

Ｗ２８５×Ｄ３７４×Ｈ１２５ｍｍ
重量：約８．２ｋｇ
伝送速度：６４ｋ～１．５Ｍｂｐｓ

Ｗ７８×Ｄ２８.５×Ｈ１７４.５ｍｍ
重量：約３００ｇ
伝送速度：５０、４００ｂｐｓ

PDA型装置

Ｗ１０５×Ｄ４５×Ｈ１８５ｍｍ
重量：約６８０ｇ
伝送速度：８ｋｂｐｓ

携帯型装置

Ｗ５８×Ｄ３７.５×Ｈ１７０ｍｍ
重量：約３９０ｇ
伝送速度：８ｋｂｐｓ

大型展開アンテナ

技術試験衛星Ⅷ型「きく８号」
（ETS-Ⅷ）
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○平成19年9月から平成21年5月
まで6回に渡り、東京都等の自治
体主催の防災訓練に参加し、「
きく８号」による防災アプリケーシ
ョンの機動性、有効性を確認。

○正確で迅速な避難住民管理、避
難状況把握等に効果的であるこ
と等、自治体からも高い評価。

○受信系異常で困難となった超小
型携帯端末を用いた「きく８号」と
の直接通信が実現できるよう、
端末出力の増強等、端末の改
良を実施。今後、直接通信を用
いた実証実験を行う予定。

防災実証実験

「きく８号」の実験成果

○目標である軌道決定精度100m
以下、時刻決定精度30nsec以
下を大幅に上回る軌道決定精
度20m以下、時刻決定精度
20nsec以下を達成。

○レーザ測距により静止衛星軌道
で4m以内で精密軌道決定する
ことを達成するとともに、反射鏡
が、静止衛星軌道における反射
鏡の国際レーザ測距機構標準
として定義。

測位実験

○大型展開アンテナの機能・性能
が設計どおりであることを実証
し、展開動作とあわせて、世界
最大級の展開アンテナ技術を
習得。

○季節変化に伴う熱的影響が電
気的特性に与える影響も小さく、
実用に供しうるアンテナである
ことを確認。

大型展開アンテナの評価

きく８号

超小型携帯端末
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時刻同期精度の測定結果

大型展開アンテナ
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「きく８号」の実験計画

データ発生
トレンドから
回線予約

センサNW管理サーバ

アクセス制御装置

環境情報
制御

サーバ

タイムテーブル
（制御CH）

データ観測局

データ
観測局

データ
観測局

データ集信局

各観測局はタイムテーブルに従い、
高い周波数安定度で送信

回線予約に基づき
スケジューリング

回線予約

観測データ

集信局モデム 観測データ
（通信CH）タイム

テーブル

センサ

観測局モデム

センサGW

観測局#1

#3

#2

#N

#1#3

#2

#3

#N

#1

タイムスロット

周
波

数
ス

ロ
ッ

ト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

1

2

3

4

5
1リソース

0

0

タイムテーブル

送受信：60 cm パラボラ
アンテナ

送信：60 cmパラボラ
アンテナ

受信：パッチアンテナ
(JAMSTEC開発)

受信：パッチアンテナ

送信：ヘリカルアンテナ

:High Definition camera Marine ROV)
ハイビジョンカメラを搭載した深
海探査機

「きく８号」

海洋探査機の遠隔制御実験

○海洋研究開発機構（JAMSTEC）は、平成20年7月
から深海探査機を遠隔制御するシステムの実証
実験を実施。

○これまでの実験で、小型船舶を母船とした有索探
査機の遠隔制御及び自律型無人探査機の遠隔
ミッション司令実験に世界で初めて成功。

○平成21年度は、より実用性の高い遠隔制御試験
を予定しており、本実験により、深海探査などの海
洋調査研究の効率を格段に向上させることを期待。

多地点データ集信型衛星通信システム実証

○NTTは、開発した多元高効率衛星アクセス制御技
術、超高精度信号生成／分離技術について、「きく
８号」を利用した実証実験を予定。

○この実験により、広域に散在する多数のデータを
衛星の広域性を活かして効率的に収集する技術を
確立。

有索探査機の遠隔制御
実 験 の シ ス テ ム 構 成



○ 広帯域衛星通信技術として、衛星による１．２Gbpsの高速大容量
通信は世界初。降雨減衰補償機能や地上側設備の小型化が可能
となるような衛星側の送受信能力は世界最高レベル。

成果展開例

◆ 国産の商用通信衛星運用開始
「きく８号」（ETS-Ⅷ）で開発した技術を活用した国内商用通信衛星スーパーバードC2号機が
運用開始（平成２０年１０月）

◆ 商用通信衛星の海外受注
シンガポールと台湾の通信会社が利用する次期商用通信衛星を国内メーカが受注
（平成２０年１２月）

◆ 高性能増幅器等の海外展開
「きずな」（ＷＩＮＤＳ）で開発した技術を活用した高性能増幅器等が海外受注中

○ 衛星通信･放送のためのトランスポンダは、商業マーケットで競争力
あり、一定の受注（２００機以上の衛星に５０００台以上の機器を提供、
うちアンプ４割、コンバータ３割のシェア）を確保。
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○ 宇宙用Si太陽電池セル、太陽電池パネルは、光電変換率が高く
軽量である点などにおいて、世界最高レベル。
商業マーケットで競争力あり、一定の受注（世界シェア６割（商用））
を確保。

○ 静止衛星で姿勢制御を行う場合に位置を測定する精地球センサ
は、商業マーケットで競争力あり、一定の受注（世界シェア５割）を
確保。
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